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2016 ST 3J+第三篇 神に仕える
Ⅰ 神が私達を召した目的―荒野で神に仕える /出7:16 ヨハネ4:24

「わたしの民を行かせて、荒野でわたしに仕えさせよ」 （仕えるとは：礼拝すること）
A パロの奴隷としての選民：イスラエルの子たちは、パロによって強奪されて、奴隷として仕え、エジプト人の目的を遂行していました /出14:12

B 私達の内側のパロ ：パロは、サタンを表徴しているだけでなく、自己と天然の人をも表徴しています。私達の天然の思い、意志、感情は、神に敵対して
反逆し、こうかつに神と取り引きしようとするパロであるかもしれません

C 荒野に来て神に仕える ：積極的な面で、荒野は「分離」の領域を表徴しています。神は､ご自身の民にそのような分離を要求しました

Ⅱ 神に仕える二つの意義―神に祭りを守ることと神に犠牲をささげる /出5:1,17 ﾖﾊﾈ4:24
「わたしの民に行かせて、荒野でわたしへの祭りを守らせ…エホバに犠牲をささげさせ」

A 神の召しの二重の目標：神の目標は分離ではなく、イスラエルの子たちが、彼への祭りを守って、彼に犠牲をささげることでした /出5:3,8

• 私達は主の完全な救いのゆえに、神に仕えるために、エジプトの束縛から救い出されました。私達は今や荒野において祭りを享受し、神に犠牲をささげています /出8:27,29

B 神に祭りを守ることの意義：神への祭りを守ることは､神と共に神を享受し､神を礼拝することです （キリスト/ささげ物：真実） /出23:14-17

• このように主への祭りをすることは、分与の下にある礼拝、すなわち、私達の中へと分与されたもの（キリスト）にしたがって神を礼拝することです /ヨハネ4:14,23-24

C 犠牲をささげることの意義：イスラエルの子たちは、主への犠牲をささげるべきでした
• 「犠牲をささげる」は、「祭りを守る」と同じ意味の言葉です：イスラエルの子たちにとって、祭りは宴席（享受）でしたが、神にとって、それは犠牲でした

神に犠牲をささげることは彼に何か（キリスト）をささげることであり、祭りを守ることは神と共に彼にささげられているもの（キリスト）を享受することです

Ⅲ  神に仕える地位―神の山の上で /出24:16-18 ヨハネ4:24
神の召しの目的は、彼の選びの民を山へともたらすことです。その山で、彼らは神に仕え、神に犠牲をささげることができます

Ａ 仕える所は山の上：神は出エジプト記第 3 章 12 節において、彼の民が神の山で彼に仕えるようにと言います /出3:1,12

Ｂ 山の上で神の啓示を受ける：神の山は､私達が神の定められた御旨に関する啓示を受ける“所”です （幕の内側/至聖所：霊の中） /出24:10-12,25:8-9

• 山の上で二つの啓示を受けます：（1）神が何であるかと、（2）神が地上で住まいを得たいという啓示
• 山の上の空は澄み渡たり、私達は神のエコノミーのビジョンを見ます：神が、彼ご自身のおきてにしたがって歩いている人々を、また彼のために幕屋を建造する人々を

持つことを願っており、それは、神が彼らの間に住むためであることを認識する

Ⅳ 神に仕えるのは、山で示された型のビジョンの啓示にしたがって、すなわち「油」塗りの教えにしたがって /出25:9 ヨハネ14:26 1ヨハ2:27
私達は、神のビジョンにしたがって、また山で示された型のビジョンにしたがって、神に仕えなければなりません /コロサイ2:2 エペソ3:4

Ａ 透明で澄み渡った天において：私達は、透明で澄み渡った天において、神のビジョンを見る必要があります。

私達はそのような雰囲気の中にいるときにはじめて、神の住まいを建造するという天のビジョンを受けることができます

Ｂ 神が示された型にしたがって:「わたしがあなたに示す…幕屋の型とそのすべての調度品の型にしたがって、あなたがたはそれを作らなければならない /出39:42-43

• 山で示された型は、神のご計画です。もしわたし たちが神のご計画を理解していないなら、神の働 きを行なうことは不可能です。

• 召会はキリストの奥義として使徒たちと預言者た ちに啓示されたので、彼らが受けた啓示は、召会が建造される土台と考えられます/エペソ3:5,2:20
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 出エジプト記は山で示された型を啓示します
(25-30章主題) 幕屋とその中の器具のビジョン：幕屋は召会を予表し、神の地上での行動と関係し、神の願われる建造です。
(25章) 神の側:神はキリストを私達の中へと造り込み、召会を彼の地上での証しとし、彼のエコノミーを完成します（証しの箱/なだめの場所/供えのパンの机/金の燭台）
(27&30章) 人の側：二つの祭壇の間の生活をし、神に仕え、神の全体の救いを経験し、神の定められた御旨を完成する （全焼の祭壇、金の香壇、罪を覆う銀、青銅の洗盤）
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第三篇 （續）

Ⅴ 神に仕えるのは、契約の「血」によります /出24:8; ローマ3:25 ヘブル9:14
契約の血によって、信者は生ける神に仕えることができます： /ヘブル10:19-20

Ａ 血により神に近づく：契約の血によって、堕落した罪深い人である神の民は贖われ、赦され、清められ、神の臨在の中へと入って、そこにとどまり、神に
よって注入されることができるようにしました /Ⅰヨハネ1:7

Ｂ 血により神に仕える：キリストの贖う血を通して命を得て、神の臨在の中へともたらされており、神に仕えます /ヘブル9:14;エペソ1:7

Ⅵ 神に仕えるのは、祭壇の「火」を基礎とします /レビ記9:24 レビ記6:13
私達の奉仕の基礎は、天から来た火としての神です

Ａ 神が燃えていた火：いばらやぶの中で燃えていた火は、三一の神、すなわち、復活の神です /出3:2,4,6;マタイ22:31-32

Ｂ 人は燃やされるいばらやぶ:私達の天然の人によれば、いばらやぶです。しかしながら、私達の中には火があります。神は火の中で私達に来ました /出3:3

• 火の力と輝きは、火そのものから来ます。火はただ、私達の上にとどまっているにすぎません。私達の目的は、その火を表現することです

Ｃ 神への私達の奉仕は,全焼のささげ物から来る火に基づいている /レビ6:13
• 全焼のささげ物の祭壇の上で燃えていた火は、天から下って来ました。祭壇から来た火は、奉仕の真の動機づける力です /ローマ12:11 

Ⅶ 神の救いの目標―すべての人が聖別され、祭司として神に仕え、「祭司の王国」となることです /出19:6 Ⅰペテロ2:5,9
主は、エジプトからイスラエルの子たちを連れ出して、彼らを祭司の王国とならせました。あらゆる人は、絶えず神に仕える人です

Ａ 聖別された祭司として:出エジプト記第29章は、私達が救われたのは、私達が聖別されて、祭司として神に仕えるためであることを啓示しています
• 神の救いの目標は、キリストを信じるすべての人たちを神の祭司とすることです。私達は祭司であるので、何を行なっていても、神に仕えているべきです /啓1:5-6,5:10

B キリストを享受する：祭司は、キリストを享受することを通して、またささげ物の実際であるキリストを通して神に仕える人です /ガラテヤ5:22

Ｃ キリストを供給する：神に祭司として仕えることは、キリストを食物として神に供給して、神に満足していただくことです

予表において、神の食物とは、神の満足のために彼に献ささげられた全焼のささげ物でした /出29:41-42

Ｄ 神の中に住み、彼と会い彼の語りかけを聞く：出エジプト記第29章において描写されている祭司の生活の結果は、（幕の内に入り）神が来て私達と会い、
私達と共に食べ、私達に語り、私達の間に住むということです /出29:32-33,42,45-46

Ⅷ 神の救いの目標―それは神の住まい、「神の建造」です /出25:8-9 Ⅰペテロ2:5,9
神の建造は、神の心の願いであり、彼の救いの目標です

Ａ 選びの民に対する神の願い：出エジプト記の絵は、神の選びの民に対する彼の心の願いを明らかにしています
• 神は幕屋が彼の住まいとなることを欲していました。このことは、神の心の願いでした。出エジプト記第 40 章において建てられた物質の幕屋は、団体の民のしるし、すなわち、

神の家であるイスラエルの子たちのしるしでした /ヘブル3:6 

Ｂ 祭司職の建造:神の家の建造は祭司職と関係があり、また祭司職にかかっています。祭司は神の住まいを建造し、神の住まいとなります /Ⅰペテロ2:5

Ｃ 出エジプト記の中心思想:キリストは神の民の贖いと救いと供給であり、また、神の民が神を礼拝し、神に仕える手段でもあります

それは神の民がキリストの中で神と共に建造されて、神の民と神が会い、交わり、相互に住み合うためです
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 私達の二つの祭壇の間の生活――神に仕える/神を礼拝する
二つの祭壇―青銅の祭壇と金の香壇は、罪を贖うためのささげ物の血とささげ物を焼く火と油（その霊の運行）によってつながる


